
編
さ
ん
過
程
と
編
集
後
記

戦
前
に
お
け
る

苫
小
牧
が
い
わ
ゆ
る
市
町
村
史
を
編
さ
ん
し
よ
う
と
し
た
の
は
大
正
七
年
一
月
で、
こ
の
時
町
は、小

保
方
卯
市、

編
さ
ん
事
業
田
中
正
太
郎
な
ど
を
「
郷
土
史
編
纂
事
項
調
査
委
員
」
と
し
て、
そ
の
調
査
、
編
さ
ん
を
進
め、『苫

小
牧
郷
土
誌
』

を
編
集
し
て
、
北
海
道
博
覧
会
に
出
品
し
た
と
い
わ
れ
る
。
だ
が、
こ
れ
は
極
め
て
短
時
間
に
ま
と
め
た
沿
革
お
よ
び
地
誌
の
概
略
に
す

ぎ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、
残
念
な
が
ら
こ
れ
は
現
存
し
て
い
な
い。

そ
の
後
、
本
格
的
な
町
史
を
望
む
声
が
あ
っ
て、
幾
多
の
経
緯
を
へ
た
後、
大
正
十
四
年
に
当
時
苫
小
牧
東
小
学
校
で
熱
心
に
郷
土
史

研
究
を
進
め
て
い
た
田
中
正
太
郎
校
長
に
執
筆
を
依
頼
し
、
編
さ
ん
事
業
に
入
っ
た
が、
本
町
は
大
正
十
年
の
大
火
で
ほ
と
ん
ど
の
資

(史)
料
を
失
い、
編
さ
ん
は
困
難
を
き
わ
め
遅
れ
に
遅
れ
て
い
た
が、
八
巻
耕三
町
長
を
迎
え
て
か
ら
紀
元
二
千
六
百
年
記
念
事
業
と

し
て
発
刊
す
る
こ
と
が
決
ま
り
、
こ
の
こ
ろ
か
ら
同
僚
酒
井
仁
之
進
が
加
わ
り
、
実
際
面
の
編
さ
ん
は
酒
井
訓
導
が
あ
た
り
、
同
十
五
年

五
月
に
四
八
八
ペ
ー
ジ
の
『苫
小
牧
町
史
』
の
発
刊
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
編
さ
ん
を
急
い
だ
た
め
、
年
表
を
除
い
て
大
正
期
を
も
っ
て
稿
を
終
え
た
の
は
誠
に
残
念
で
あ
っ
た
。

市
史
の
編

戦
後
を
迎
え
文
化
団
体
や
公
民
館、
図
書
館
が
発
足
し
、
おの
ず
と
苫
小
牧
の
歴
史
に
対
す
る
関
心
も
高
ま
っ
て
い
た
。

さ
ん
過
程

し
か
し
、
本
市
に
は
戦
前
に
発
刊
さ
れ
た
『苫
小
牧
町
史
』
が
唯
一
の
歴
史
書
で
あ
り
、
し
か
も
こ
れ
は
大
正
期
を
も
っ

て
稿
を
終
え
て
い
る
た
め、
市
民
各
層
か
ら
市
史
発
刊
に
対
す
る
要
望
が
高
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

編
さ
ん
過
程
と
編
集
後
記

1977



苫
小
牧
市
史
上
巻

こ
う
し
た
中
で
、
苫
小
牧
郷
土
文
化
研
究
会
や
郷
土
史
研
究
者
に
お
いて
調
査
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
た
が、
昭
和三
十
八
年
に
な
っ

て
苫
小
牧
市
は
新
し
い
市
史
を
発
刊
す
る
こ
と
を
決
め、同

年二
月
十
四
日
に
は
小
山
清
前
学
芸
大
学
教
授
を
執
筆
者
と
し
て
依
頼
し
た
。

さ
ら
に
、
同
年
三
月
四
日
に
は
「苫
小
牧
市
史
編
さ
ん
規
程
」
を
公
布
し
、
二
十
日
に
は
森
田
勇
教
育
長
を
室
長
と
す
る
一〇
名
の
市
史

編
さ
ん
室
職
員
(全
員
兼
務
)
の
発
令
が
あ
っ
た
。

昭
和
四
十
四
年
二
月
に
は
市
史
編
さ
ん
委
員
、
顧
問
の
委
嘱、
任
命
が
あ
り
本
格
的
に
編
さ
ん
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
執
筆
者
が
健
康
を
そ
こ
な
う
な
ど
か
ら
思
う
よ
う
な
進
展
が
な
く
、
市
史
の
発
刊
予
定
も二
転
、
三転
し
、
ず
る
ず

る
と
の
び
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
昭
和
四
十
六
年
七
月
五
日
に
は
小
山
執
筆
者
は
健
康
上
の
理
由
か
ら
辞
任
さ
れ、
苫
小
牧
市
史

は
ふ
り
出
し
に
戻
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

昭
和
四
十
六
年
七
月
二
十
二
日
、
新
し
い
編
さ
ん
ス
タ
ッフ
と
し
て
編
集
長
に
堀
江
敏
夫
、
編
さ
ん
員
に
佐
藤
一
夫
、
扇
谷
昌
康、
調

査
員
に
近
江
謙三
、
金
田
隆
一、
中
居
正
雄、
多
田
犬
一、
神
田
正
五
(四
十
九
年
四
月
編
さ
ん
員
)、
相
武
弘、
同
四
十
七
年
に
は
菊
池

新
一
、
畑
宮
清
一
郎
を
加
え
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。

そ
の
後
は
上
巻
あ
と
が
き
に
記
し
た
と
お
り
で
あ
り
、
昭
和
四
十
八
年
に
開
基
百
年
記
念
誌
『目
で
み
る
苫
小
牧
の
百
年
』
を
発
刊
し

た
。
ま
た、
同
四
十
九
年
に
は
『苫
小
牧
市
史
上
巻
』
を
発
刊
し、
今
回
の
下
巻
を
も
っ
て
通
史
の
部
は
完
了
し、
今
後
は
同
五
十
二
年

三
月
ま
で
に
資
料
編
と
し
て
文
献
集
と
、図
版
・
絵
図
・
写
真
集
の
二
冊
を
出
し
て
市
史
編
さ
ん
事
業
は
終
了
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
編
さ
ん
機
関
誌
と
し
て、
昭
和
四
十
六
年
か
ら
『機
関
誌
苫
小
牧
市
史
編
さ
ん
』
を
発
行
し
て
き
た
が
、現
在
ま
で
本
誌
九
巻、

別
冊
四
巻
の
計
一三
巻
を
発
行
し
、
今
後
も
本
誌
、
別
冊
各
一
巻
を
発
刊
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

市
史
編
さ

苫
小
牧
市
史
編
さ
ん
規
定
に
基
づ
き
、
市
史
編
さ
ん
に
関
す
る
意
見
を
求
め
る
べ
く
、
市
史
編
さ
ん
委
員
会
が
設
置
さ

ん
委
員
れ
た
が、
学
識
経
験
者、
市
の
職
員
よ
り
選
出
の
委
員
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
変
化
は
な
い
が
、
議
会
選
出
委
員
に
つ
い

1978



て
は
た
び
た
び
変
更
が
あ
っ
た
。
苫
小
牧
市
史
編
さ
ん
委
員
一
覧

区
会 の 会
選 職 選
出 員

出

学
識
経
験
者 別

氏笹
谷
青
野
春
夫

望
月
昭
七

藤
瀬

森
田

山
口
照
和

工
藤

新
岡
正
敏

木
村
寿
治
郎

高
野
丈
夫

藤
田
隆
一

門
脇
松
次
郎 名
就
任
年
月
日

五
〇
・
五
・
一七

五
〇
・
五
・
一七

四
八
・
八
・二
〇

四
六
・
八
・
二〇

四
六
・
八
・
二
〇

四
四
・
五
・
二
六

勇
二

四
四
・
二
・
二
八

四
四
・
二
・
二
八

四
四
・
二
・
二
八

四
四
・
二
・二
八

四
四
・二
・
二
八

四
四
・
二
・
二
八

昭
和

退
任
年
月
日

市
教
育
長

市
助
役

苫
小
牧
商工
会
議
所
顧
問

苫
小
牧
郷
土
文
化
研
究
会
長

備
考

編
さ
ん
過
程
と
編
集
後
記

※
委
員
会
発
足
前
に
議
会
選
出
の
委
員
だ
け
が
あ
り、
菊
地
善
吾
、
合
坪
正三
、
中
嶋
義
則
が
選
出
さ
れ
て
い
た
。

" " 1議 市 議 "

博 愿

勇
四
八
・
八
・
一九

四
六
・
四
・
二
四

四
四
・
五
・
二
五

四
六
・
四
・
二
四

昭
和

五
〇
・
四
・
二
七

五
〇
・
四
・
二
七

1979



苫
小
牧
市
史
上
巻

市
史
下
巻

の
執
筆
者

苫
小
牧
市
史
下
巻
の
担
当
編
さ
ん
員
は
第
七
編
経
済
史、
第
八
編
社
会
・
文
化
史、
第
九
編
交
通
・
通
信
史、
第
一〇

編
公
安
・
災
害
史、
第
一
一編
港
湾
・
建
設
史
を
堀
江
敏
夫
編
集
長、
付
編
部
落
史
を
神
田
正
五
編
さ
ん
員
が
あ
た
り、

第
八
編
お
よ
び
付
編
に
お
い
て
調
査
員
に
よ
る
部
分
執
筆
を
う
け
た
が、
こ
れ
ら
の
中
に
は
担
当
編
さ
ん
員
、
編
集
長
に
お
い
て
削
除、

補
足
執
筆
し
た
部
分
が
あ
っ
た
。
な
お、
各
執
筆
者
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
一
一
編

苫
小
牧
港
と
勇
払
原
野

編

・
災
害
史

公
安

第
一
〇
編

・
通
信
史

交
通

第
九
編

・
文
化
史

社
会

第
八
編

第
七
編

経
済
史 名

災 公 通 交

信 通

衛
生
と
医
療

宗
教

教
育
と
文
化

社
会
と
宗
教

金
融
機
関
の
発
達

商
業
と
経
済
の
変
遷

節
名

執
筆
者
一
覧

堀
江
敏
夫

堀
江

堀
江

敏
夫

堀
江
敏
夫

敏
夫

金
田
隆
一

敏
夫

堀
江

堀
江
敏
夫

敏
夫

堀
江

敏
夫

筆

敏
夫 者

苫
小
牧
工
業
高
等
専
門
学
校
教
授

苫
小
牧
市
市
史
編
さ
ん
係
長

備
考

苫
小
牧
市
史
下
巻

章

害 安

執編
集
長
堀
江

堀
江

堀
江

敏
夫

1980



港
湾
・
建
設
史

部
落
史

付
編

丸
山

沼
ノ
端 原 天 井 岡
(覚
生
)

前 払

公
営
企
業
の
変
遷

都
市
計
画
と
土
地
造
成

堀
江
堀
江

神
田
正
五

神
田

正
五

調
査
員
多
田
犬
一

畑
宮
清
一
郎

堀
江
敏
夫

編
さん員

神
田
正
五

堀
江

敏
夫

調
査
員
畑
宮
清
一
郎

近
江
謙
三

調
査
員
近
江
謙三 敏
夫
敏
夫

前
苫
小
牧
市
立
清
水
小
学
校
長

北
海
道
教
育
委
員
会
指
導
主
事

苫
小
牧
郵
便
局
貯
金
課

苫
小
牧
市
立
光
洋
中
学
校
教
諭

な
お、
当
初
の
計
画
で
は
下
巻
に
年
表
を
加
え
る
計
画
で
あ
っ
た
が
、ボ
リ
ュー
ム
が
あ
る
た
め、
利
用
し
に
く
い
な
ど
の
理
由
か
ら
、

こ
れ
を
資
料
編
印
刷
時
に
別
冊
に
し
て
発
行
す
る
こ
と
に
し
た
。

編
集

昭
和
三
十
八
年三
月
二
十
日、
市
史
編
さ
ん
室
が
発
足
し、
私
は
「苫
小
牧
市
史
編
さ
ん
室
員
を
委
嘱
す
る
」
と
の
辞
令

後
記
を
田
中
正
太
郎
市
長
(苫
小
牧
町
史
主
任
編
さ
ん
員
)
から
受
け
た
が、
こ
れ
は
私
が
市
史
に
対
す
る
知
識
や
能
力
が
あ
る

の
で
は
な
く
、
図
書
館
に
勤
め
て
い
て
こ
こ
に
編
さ
ん
室
が
置
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
で
あ
っ
た
。
だ
が、
翌
三
十
九
年
に
は
市
史

編
さ
ん
執
行
態
勢
計
画
案
が
廃
案
と
な
り
、
私
は
何
の
市
史
編
さ
ん
用
務
も
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
仕
事
が
私
に
つ
い
て
回
る
と
いう
か、
昭
和
四
十
五
年
十
一
月
四
日
に
は
市
史
編
さ
ん
係
長
、
翌
年
七
月二
十
二
日
に

編
さ
ん
過
程
と
編
集
後
記

1981

丸 沼 植 柏 静 弁 糸 錦樽 勇四
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苫
小
牧
市
史
上
巻

は
苫
小
牧
市
史
編
集
長
を
命
ぜ
ら
れ、
自
ら
編
さ
ん
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

私
は
歴
史
が
好
き
で
は
あ
った
が、
本
格
的
な
勉
強
も
し
た
こ
と
が
な
く
、
い
わ
ば
ず
ぶ
の
素
人
で
あ
っ
た
か
ら
、
は
じ
め
の
う
ち
は

苦
労
も
多
か
っ
た
。
た
だ
が
む
し
ゃ
ら
に
や
る
以
外
に
は
な
く、
情
熱
だ
け
が
さ
さ
え
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
時
間
が
過
ぎ
る
に
つ
れ
、

自
分
に
一
番
欠
け
て
い
る
も
の
が
歴
史ご
こ
ろ
と
で
も
い
う
か、
そ
う
し
た
自
分
自
身
の
内
面
か
ら
に
じ
み
出
る
も
の
が
な
い
こ
と
に
悩

ん
だ
り
も
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し、
今
と
な
っ
て
み
れ
ば
こ
の
種
の
悩
み
も
楽
し
い
思
い
出
と
な
っ
た
よ
う
だ
。

苫
小
牧
市
史
下
巻
は、
ほ
と
ん
ど
が
私
の
執
筆
で
あ
っ
た
た
め
一
年
中
多
忙
を
き
わ
め、
ほ
と
ん
ど
季
節
感
と
い
っ
た
も
の
を
覚
え
な

いう
ち
に
過
ぎ
去
っ
た
よ
う
な
気
が
し
て
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
編
さ
ん
委
員
、
編
さ
ん
員
、
調
査
員
の
方
が
た
に
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
た
も
の
と
思
う
。特
に
、
連
日
夜
業
と
な
っ
て
校
正
に
あ
た
っ
た
相
武
弘
嘱
託
(
調
査
員
)に
は
深
く
感
謝
す
る
も
の
で
あ
る
。

と
も
あ
れ、
通
史
の
執
筆
を
終
え
た
時
は、
ほ
ん
と
う
に
ほ
っ
と
し
た
。
こ
の
間
多
く
の
人
た
ち
か
ら
ご
支
援
と
ご
協
力
、
そ
し
て
ご

指
導
と
ご
助
言
を
う
け
た
が、
と
り
わ
け
本
市
史
監
修
者
で
あ
る
高
倉
新
一
郎
先
生
に
は
終
始
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
、
写
真
に
つ
い
て
は

一方
的
な
借
用
願
い
に
対
し
て
も
心
よ
く
提
供
下
さ
っ
た
志
方
写
真
工
芸
社
の
志
方
孝
之
社
長
、
ま
た、
編
さ
ん
委
員
の
み
な
さ
ん
に
は

貴
重
な
ご
意
見
や
い
ろ
い
ろ
と
お
世
話
を
い
た
だ
き
、
さ
ら
に
資
料
の
提
供
を
う
け
た
関
係
各
位、
関
係
機
関
に
対
し
深
く
感
謝
申
し
上

げ
、
編
集
後
記
と
す
る
次
第
で
あ
る
。

昭
和
五
十
一
年
三
月

苫
小
牧
市
史
編
集
長

堀
江
敏
夫

1982



常
出
版
市
史

下
巻

昭
和
五
十
一
年三
月三
十
一
日
発
行

印
刷

監
修

発
行

編
集
苫

小
牧

北
海
学
園
大
学
学
長

株
式
会
社
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田
製

高
倉
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